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　２月23日に、荘銀本店ホールで鶴岡中央高校シルク
ガールズのファッションショーが開催されました。
　シルクガールズは、シルクを用いて製作したドレスな
どを披露するファッションショーを毎年開催し、鶴岡産
シルクの魅力発信に取り組んでいます。

　２月23日に、荘銀本店ホールで鶴岡中央高校シルク
ガールズのファッションショーが開催されました。
　シルクガールズは、シルクを用いて製作したドレスな
どを披露するファッションショーを毎年開催し、鶴岡産
シルクの魅力発信に取り組んでいます。

シルクガールズコレクションシルクガールズコレクション



で
採
択
、
請
願
第
２
号
に
つ
い
て
は
、

討
論
の
後
、
表
決
の
結
果
、
賛
成
多

数
で
採
択
と
し
ま
し
た
。

　
本
会
議
終
了
後
に
開
催
し
た
予
算

特
別
委
員
会
で
は
、
初
め
に
、
各
分

科
会
委
員
長
が
７
年
度
一
般
会
計
予

算
議
案
の
審
査
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
委
員
提
出
の
修
正
案
に

つ
い
て
質
疑
を
行
い
、
討
論
の
後
、

表
決
の
結
果
、
修
正
案
を
賛
成
多
数

で
、
修
正
議
決
し
た
部
分
を
除
く
原

案
を
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

（
修
正
案
の
内
容
は
５
頁
）

　
最
後
に
、
各
分
科
会
委
員
長
が
７

年
度
特
別
会
計
及
び
企
業
会
計
予
算

議
案
の
審
査
報
告
を
行
い
、
表
決
の

結
果
、
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
最
終
日
の
26
日
、
議
員
提
出
の
意

見
書
３
件
を
審
議
し
、
議
会
第
１
号

及
び
議
会
第
２
号
は
表
決
の
結
果
、

全
員
賛
成
で
可
決
、
議
会
第
４
号
は

賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
次
に
、
予
算
特
別
委
員
長
が
議
第

７
号
に
つ
い
て
の
審
査
報
告
を
行
い
、

討
論
の
後
、
表
決
の
結
果
、
修
正
案

を
賛
成
多
数
で
、
修
正
議
決
し
た
部

分
を
除
く
原
案
を
全
員
賛
成
で
可
決

し
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
各
常
任
委
員
長
が
条
例

及
び
事
件
議
案
、
予
算
特
別
委
員
長

　
開
会
初
日
は
、
市
当
局
が
予
算
議

案
13
件
、
条
例
議
案
20
件
、
事
件
議

案
13
件
、
計
46
件
の
議
案
を
提
出
し
、

各
会
派
を
代
表
し
て
８
人
の
議
員
が

総
括
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

（
質
問
内
容
は
８
〜
10
頁
）

　
上
程
さ
れ
た
議
案
は
、
予
算
議
案

は
予
算
特
別
委
員
会
に
、
条
例
及
び

事
件
議
案
は
所
管
の
常
任
委
員
会
に

付
託
し
ま
し
た
。

　
開
会
２
日
目
に
、
予
算
特
別
委
員

会
を
開
催
し
、
付
託
さ
れ
た
予
算
議

案
の
う
ち
、
６
年
度
補
正
予
算
議
案

４
件
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

提
案
説
明
の
後
、
質
疑
を
行
い
、
表

決
の
結
果
、
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま

し
た
。

　
３
月
６
日
、
７
日
、
10
日
の
３
日

間
、
22
人
の
議
員
が
市
当
局
に
対
し
、

市
政
全
般
に
つ
い
て
一
般
質
問
を
行

い
ま
し
た
。

（
質
問
内
容
は
11
〜
15
頁
）

　
11
日
の
本
会
議
で
は
、
予
算
特
別

委
員
長
が
補
正
予
算
議
案
に
つ
い
て

の
審
査
報
告
を
行
い
、
表
決
の
結
果
、

議
第
３
号
か
ら
議
第
６
号
ま
で
の
４

件
を
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
本
会
議
終
了
後
に
、
予
算
特
別
委

員
会
を
開
催
し
、
７
年
度
予
算
議
案

９
件
に
つ
い
て
の
提
案
説
明
の
後
、

新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
関

連
予
算
の
集
中
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

（
集
中
審
査
の
内
容
は
４
頁
）

　
そ
の
他
の
議
案
に
つ
い
て
は
、
各

分
科
会
に
分
割
付
託
し
ま
し
た
。

　　
12
日
に
総
務
、
13
日
に
市
民
文
教
、

14
日
に
厚
生
、
17
日
に
産
業
建
設
の

各
常
任
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

常
任
委
員
会
で
は
、
付
託
さ
れ
た
条

例
及
び
事
件
議
案
の
審
査
を
行
い
、

引
き
続
き
、
予
算
特
別
委
員
会
分
科

会
と
し
て
、
予
算
議
案
の
審
査
を
行

い
ま
し
た
。

（
審
査
内
容
は
６
〜
７
頁
）

　
ま
た
、
市
民
文
教
、
厚
生
及
び
産

業
建
設
常
任
委
員
会
で
は
、
付
託
さ

れ
た
請
願
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
25
日
の
本
会
議
で
は
、
市
当
局
が

議
第
７
号
に
つ
い
て
訂
正
案
を
提
出

し
、
提
案
説
明
の
後
、
質
疑
を
行
い
、

表
決
の
結
果
、
全
員
賛
成
で
承
認
し

ま
し
た
。

　
次
に
、
意
見
書
提
出
を
求
め
る
請

願
３
件
に
つ
い
て
、
各
所
管
の
常
任

委
員
長
が
審
査
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

請
願
第
１
号
及
び
請
願
第
４
号
に
つ

い
て
は
、
表
決
の
結
果
、
全
員
賛
成

が
７
年
度
予
算
議
案
（
議
第
７
号
を

除
く
）
の
審
査
報
告
を
行
い
、
表
決

の
結
果
、
議
第
８
号
か
ら
議
第
48
号

ま
で
の
41
件
は
全
員
賛
成
で
可
決
し

ま
し
た
。

　
次
に
、
厚
生
常
任
委
員
長
が
請
願

第
３
号
の
審
査
報
告
を
行
い
、
討
論

の
後
、
表
決
の
結
果
、
賛
成
少
数
で

不
採
択
と
し
ま
し
た
。

　
次
に
、
追
加
議
案
と
し
て
、
市
当

局
が
議
第
49
号
か
ら
議
第
52
号
ま
で

の
４
件
を
提
出
し
、
質
疑
の
後
、
表

決
の
結
果
、
全
員
賛
成
で
可
決
及
び

同
意
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
議
会
提
出
の
議
会
第
３

号
を
審
議
し
、
表
決
の
結
果
、
全
員

賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

市
当
局
が
７
年
度
予
算
を

含
む
議
案
46
件
を
提
出

予
算
特
別
委
員
会
を
開
催

６
年
度
補
正
予
算
議
案
を
審
査

各
常
任
委
員
会
を
開
催

条
例
・
予
算
議
案
等
を
審
査

意
見
書
３
件
を
可
決

７
年
度
予
算
議
案
１
件
を
修
正
可
決

議
案
の
訂
正
を
承
認
、請
願
３
件
を
採
択

予
算
特
別
委
員
会
で
分
科
会
報
告

６
年
度
補
正
予
算
議
案
を
可
決

給
食
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
を
集
中
審
査

22
人
が
一
般
質
問

３月定例会の概要
令和７年度予算、
６年度補正予算など
58件を審議

　
３
月
定
例
会
は
、
３
月
４
日
に
開
会
し
、

市
当
局
が
46
件
の
議
案
を
提
出
し
ま
し
た
。

請
願
４
件
に
つ
い
て
は
、
所
管
の
常
任
委
員

会
に
付
託
し
ま
し
た
。

　
上
程
さ
れ
た
議
案
・
請
願
は
、
総
括
質
問
、

委
員
会
審
査
な
ど
の
後
、
議
員
提
出
の
意
見

書
３
件
を
含
め
審
議
し
、
23
日
間
の
会
期
を

経
て
、
３
月
26
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

 （
議
案
・
請
願
・
意
見
書
の
内
容
と
審
議
結

  

果
は
３
〜
４
頁
）
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中
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成
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3 つるおか市議会だより　令和7年3月定例会号18

議案番号　 議案名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 付託委員会 審議結果
議第３号 令和６年度鶴岡市一般会計補正予算（第８号） 予算特別
議第４号 令和６年度鶴岡市後期高齢者医療保険特別会計補正予算（第１号） 予算特別
議第５号 令和６年度鶴岡市水道事業会計補正予算（第１号） 予算特別
議第６号 令和６年度鶴岡市下水道事業会計補正予算（第３号） 予算特別
議第７号 令和７年度鶴岡市一般会計予算 予算特別
議第８号～議第12号　令和７年度鶴岡市特別会計予算　 予算特別
議第13号 令和７年度鶴岡市病院事業会計予算 予算特別
議第14号 令和７年度鶴岡市水道事業会計予算 予算特別
議第15号 令和７年度鶴岡市下水道事業会計予算 予算特別

議第16号 刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制定に
ついて 総　　務

議第17号 鶴岡市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正について 総　　務
議第18号 鶴岡市一般職の職員の給与に関する条例等の一部改正について 総　　務
議第19号 鶴岡市職員恩給条例の廃止について 総　　務

議第20号 町村職員恩給組合法施行令第25条第１項第２号又は第３号に該当する者の恩給に
関する条例の廃止について 総　　務

議第21号 鶴岡市市営バス設置及び管理条例の一部改正について 総　　務
朝日地域における公共交通の再編に伴い、田麦俣線及び大鳥線を廃止するもの

議第22号 鶴岡市個人番号の利用に関する条例の一部改正について 総　　務
議第23号 鶴岡市個人番号の利用に関する条例等の一部改正について 総　　務
議第24号～議第26号　財産の取得について（除雪ドーザ） 総　　務
議第27号 財産の取得について（除雪グレーダ） 総　　務
議第28号 財産の取得について（小形除雪車） 総　　務
議第29号 財産の取得について（ロータリ除雪車） 総　　務
議第30号 庄内広域行政組合の共同処理する事務の変更及び規約の変更について 総　　務

東北公益文科大学の公立化に当たり、公立大学法人の設立のための事務を庄内広
域行政組合の共同処理する事務に追加するもの

議第31号 鶴岡市過疎地域持続的発展計画の一部変更について 総　　務
議第32号 中川代辺地に係る総合整備計画の策定について 総　　務
議第33号 川代山辺地に係る総合整備計画の策定について 総　　務
議第34号 鶴岡市犯罪被害者等支援条例の制定について 市民文教
議第35号 財産の取得について（中学校教師用教科書及び指導書） 市民文教
議第36号 鶴岡市湯野浜公衆浴場設置及び管理条例の一部改正について 厚　　生

議第37号 鶴岡市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正に
ついて 厚　　生

議第38号 鶴岡市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める
条例の一部改正について 厚　　生

議第39号 鶴岡市藤島総合交流促進施設設置及び管理条例の一部改正について 厚　　生
議第40号 鶴岡市櫛引温泉入浴施設設置及び管理条例の一部改正について 厚　　生
議第41号 指定管理者の指定について（鶴岡市高齢者福祉センターおおやま） 厚　　生
議第42号 鶴岡市手数料条例の一部改正について 産業建設
議第43号 鶴岡市やまぶし温泉ゆぽか設置及び管理条例の一部改正について 産業建設
議第44号 鶴岡市給水条例の一部改正について 産業建設
議第45号 鶴岡市水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例の一部改正について 産業建設
議第46号 鶴岡市公共下水道条例の一部改正について 産業建設
議第47号 鶴岡市集落排水処理施設条例の一部改正について 産業建設
議第48号 指定管理者の指定について（月山レストハウス） 産業建設
議第49号 令和６年度鶴岡市一般会計補正予算（第９号） 省　　略
議第50号 道路照明灯ＬＥＤ化改修業務に関する委託契約の締結について 省　　略
議第51号 人権擁護委員候補者の推薦について 省　　略
議第52号 鶴岡市教育委員会教育長の任命について 省　　略

▼市長提出議案と審議結果

可　決
（全員賛成）

同　意
（全員賛成）

可　決
（全員賛成）

修正可決
（賛成多数）



4つるおか市議会だより　令和7年3月定例会号

議案番号　 議案名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 付託委員会 審議結果
議会第１号 国による学校給食費の無償化を求める意見書の提出について 省　　略
議会第２号 食料自給率向上及び米の生産と需給安定対策を求める意見書の提出について 省　　略
議会第３号 鶴岡市議会の個人情報の保護に関する条例の一部改正について 省　　略
議会第４号 訪問介護の基本報酬引下げの撤回を求める意見書の提出について 省　　略

請願番号　 請願件名 付託委員会 審議結果
請願第１号 国による学校給食の無償化を求める意見書の提出に関する請願 市民文教
請願第２号 訪問介護の基本報酬引下げの撤回を求める意見書の提出に関する請願 厚　　生
請願第３号 訪問介護事業所に対する支援を求める請願 厚　　生
請願第４号 食料自給率向上及び米の生産と需給安定対策を求める意見書の提出に関する請願 産業建設

備事業関連の予算を、全議員で集中審査しました。
　市当局は、集中審査での質疑及びパブリックコメ
ントの結果を踏まえ、同計画の６年度内の策定を見
送ることとし、７年度予算案のうち債務負担行為２
件（学校給食センター設計建設・維持管理事業者選
定支援業務委託契約及び学校給食センター整備用地
取得）を削除するなどの議案の訂正を申し出ました。
　25日の本会議では、議案の訂正について全員賛成
で承認しました。

　新学校給食センターの整備基本計画については、
２月14日の市議会への主要事項説明会で、「調理・
配送・維持管理等は民間に委託する」と説明があり、
同内容でパブリックコメント（意見公募）も開始し
ていました。
　しかし、定例会初日の総括質問で、市長が同計画
の「調理業務を民間委託する」という記載を見直す
と答弁したことから、予算特別委員会市民文教分科
会（委員６人）で審査を予定していた同センター整

▼議員提出議案と審議結果

▼請願と審議結果

可　決
（全員賛成）

可　決
（賛成多数）

採　択
（全員賛成）
採　択

（賛成多数）
不採択

（賛成少数）
採　択

（全員賛成）

３月定例会のポイント
新学校給食センター整備事業　議案の訂正を承認

６年度に約1,100万円をかけて実施したＰＦＩ
（※）導入可能性調査の成果をどう考えているか。

問

本市では、一定規模以上の事業については同調
査を実施することとしている。調査によって、
設計と建設、維持管理を一体的に民間委託した
方がいいことがはっきりと分かった。調理業務
の民間委託についても検討したが、議会や市民
から様々な意見があり、このまま進めることは
適切でないと判断した。

答

旧町村地域のセンターを含め配送エリアを見直
せば、鶴岡センターの規模は縮小することも可
能と考えるが、新学校給食センターの整備を総
合的に見直す考えは。

問

調理業務は民間委託をしないのか。問
民間委託を全く考慮しないということではない。答

議
案
の
訂
正
の
承
認
に

至
る
ま
で
の
経
過

市議会への
主要事項
説明会

２月14日

パブリック
コメントを
開始

（～３月12日）

２月19日

議会に予算案
が示される

定例会
議案配付

２月20日
（定例会初日）

総括質問

3月4日

予算特別
委員会での
集中審査

3月11日

当局が
議案の訂正
を申出

3月18日

本会議で
議案の訂正
を承認

3月25日

調理業務を民間委託
すると説明

市長が調理業務の民間委託を
見直す旨を答弁

集中審査での質疑の一部を紹介します

改築予定の鶴岡センター（白山）

※ＰＦＩ…Private Finance Initiative。民間の資金と経営能力・技術力を活用し、公共施設等の建設や維持管理等を行う公共事業の手法。
プライベート イニシアチブファイナンス

旧町村地域のセンターをどう扱っていくかは検討
課題であるが、老朽化した鶴岡センターの改築は
急ぐ必要があり、
施設規模につい
ては更に精査し
て、整備を進め
ていきたい。

答
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　７年度当初予算案に、株式会社ＳＨＯＮＡＩが運
営する屋内遊戯施設キッズドームソライの利用料軽
減事業補助金（概要は下記）が計上されました。
　しかし、民間施設に対する公的支援における公平
性の観点等から、３月25日の予算特別委員会で委員
が同事業補助金を削除し、予備費に組み替える修正

案を提出しました。質疑・討論の後、表決の結果、
賛成多数で可決しました。
　26日の本会議では、この予算特別委員会で修正さ
れた予算案について、討論の後、表決の結果、賛成
多数で可決しました。

ソライ利用料軽減事業補助金を削除し、７年度予算案を修正

〈修正案提案理由〉

原案に賛成（修正案に反対） 修正案に賛成

　ソライ利用料軽減事業の実証事業費を計上した６年度予算案に対し、議会は、実質的に一民間事
業者に対する公的支援となることを懸念し、附帯決議を付している。このときに懸念された一民間
事業者への公的支援になっていることが、修正案を提出した一番の理由である。
　この事業は、民間事業者が所有し運営する施設であるソライの利用料金が高いという子育て世代
の声を背景としている。利用者からすれば、民間施設・公共施設にかかわらず、利用料金の軽減を
求めるのはごく自然であるが、問題は、行政が民間施設の事業運営に対して公的支援を行うことの
在り方や、類似する施設への影響などを内部で協議した形跡がないことである。
　今後の対応として、未利用施設を活用した地域分散型の遊び場整備と、民間施設に対する公平な
支援の検討を求める。

討論 表決の前に、賛成か反対かの意見を表明します。
以下に、討論の要旨を掲載します。

・この事業は、市民の施設利用に対する補助であ
り、直接ソライの運営に補助するものではな
い。市が大型屋内遊戯施設を建設する見通しが
立たない現状では、既存の施設を利用し、ス
ピード感を持った子育て支援をすべきである。

・県内他市には、公設民営で無料の屋内遊戯施設
があり、鶴岡市民の利用も多い。民設民営の屋
内遊戯施設の利用料金を自治体が補助している
例もあり、公益的なサービスを官民連携で創る
ことは重要である。

・この事業は、こどもの遊び場に関する協議会や
鶴岡市こども会議等、また、議会が行った市民
との意見交換会で、子どもたちや保護者、有識
者から出された意見を反映したものである。

・このような補助は、民間や自治会で運営している
他の施設でも要望しているが、この事業は、ソ
ライの利用者のみが補助を受けられるというこ
とであり、公的資金の投入については、公平性
の観点から疑問が残る。

・ソライ限定の補助事業とするなら、利用する人と
しない人との不公平感が生じることから、経費
のうち、受益者負担として、ソライの利用者が
負担する部分と、税金で賄う部分を明確にし
て、市民の理解を得ることが肝要である。

・ソライの建設時に、市は２億円を補助している
が、これを疑問視する声もある。以前、市はソラ
イの経営を支援しない方針を示していたが、この
事業は、経営支援につながるのではないか。

キッズドームソライ（北京田）

ソライの利用料

・０歳 無  料
・１歳 500円
・２歳 700円
・３歳以上 1,500円
・引率者 500円
　　（７年４月現在）

事業案の概要
（事業補助金　約2,478万円）

　市民に限り
・小学生まで 無  料
・中高生 500円
・引率者 無  料
　　　　　　　（１人まで）

削除
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委員会審査
提案された議案をそれぞれ所管の
委員会に付託して審査します。
審査の主なものを掲載します。

だ
が
、
産
業
化
に
お
け
る
リ
ス
ク
は
。

政
策
企
画
課
長　
納
豆
菌
粉
は
、
世
界

的
に
タ
ン
パ
ク
質
の
不
足
が
予
想
さ
れ

る
中
、
生
産
効
率
が
高
く
、
高
タ
ン
パ

ク
な
食
糧
と
し
て
可
能
性
を
秘
め
て
い

る
。
産
業
化
に
お
け
る
リ
ス
ク
と
し
て

安
全
性
の
問
題
が
考
え
ら
れ
る
が
、
事

業
者
も
配
慮
し
て
お
り
、
遺
伝
子
組
換

え
や
ゲ
ノ
ム
編
集
等
に
よ
る
開
発
・
生

産
は
行
わ
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

こ
の
事
業
で
は
、
地
元
企
業
か
ら
様
々

な
提
案
を
受
け
、
納
豆
菌
粉
以
外
の
事

業
を
含
め
、
広
く
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

委
員　
事
業
の
内
容
や
進
め
方
は
。

地
域
振
興
課
長　
こ
の
事
業
は
、
運
転

手
不
足
対
策
と
し
て
実
施
す
る
も
の
で
、

現
在
、
タ
ク
シ
ー
の
利
用
は
、
高
齢
者

の
通
院
時
間
帯
で
あ
る
午
前
に
集
中
し
、

午
後
の
時
間
帯
は
比
較
的
空
い
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
課
題
を
受
け
て
、
７
月
か

ら
９
月
ま
で
の
期
間
限
定
で
、
高
齢
者

委
員　
新
庁
舎
に
市
民
が
集
え
る
ス
ペ

ー
ス
を
設
け
る
と
の
こ
と
だ
が
概
要
は
。

朝
日
庁
舎
総
務
企
画
課
長　
新
庁
舎
は
、

令
和
７
年
６
月
30
日
の
開
所
を
予
定
し

て
い
る
。
庁
舎
１
階
に
市
民
が
予
約
不

要
で
自
由
に
使
え
る
、
ｗ
ｉ
―

Ｆ
ｉ
を

完
備
し
た
50
畳
ほ
ど
の
多
目
的
ス
ペ
ー

ス
を
設
置
す
る
計
画
で
あ
る
。
こ
の
ス

ペ
ー
ス
は
、
バ
ス
の
待
ち
時
間
や
中
高

生
の
勉
強
、
簡
単
な
打
合
せ
な
ど
で
の

使
用
を
想
定
し
て
い
る
。

委
員　
地
方
大
学
・
地
域
産
業
創
生
事

業
に
お
い
て
、
納
豆
菌
粉
（
※
１
）
を

用
い
た
新
食
材
の
開
発
を
目
指
す
よ
う

や
妊
婦
の
方
が
、
午
後
の
時
間
帯
に
タ

ク
シ
ー
を
利
用
す
る
場
合
、
運
賃
を

10
％
割
引
す
る
実
証
実
験
を
行
う
も
の

で
、
こ
れ
に
よ
り
１
日
の
利
用
の
平
準

化
を
目
指
す
。

委
員　
国
の
要
請
と
犯
罪
被
害
者
等
基

本
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
犯
罪
被
害
者

等
支
援
条
例
の
制
定
に
至
っ
た
と
認
識

し
て
い
る
が
、
運
用
に
当
た
り
、
国
の

補
助
等
は
あ
る
の
か
。

市
民
課
長　
犯
罪
被
害
者
等
へ
の
財
政

的
支
援
に
つ
い
て
、
遺
族
見
舞
金
と
し

て
30
万
円
、
重
傷
病
見
舞
金
と
し
て
10

万
円
を
支
給
す
る
見
舞
金
支
給
要
綱
の

制
定
を
予
定
し
て
い
る
が
、
こ
の
金
額

は
、
各
自
治
体
の
裁
量
で
定
め
る
こ
と

と
な
っ
て
お
り
、
国
か
ら
の
補
助
等
は

な
い
。
な
お
、
見
舞
金
の
額
は
、
当
該

条
例
を
制
定
済
み
の
県
内
自
治
体
と
同

等
額
で
設
定
し
て
い
る
。

委
員　
新
た
に
導
入
す
る
設
備
は
ど
の

よ
う
な
も
の
か
。

通
信
指
令
課
長　
通
信
指
令
設
備
は
、

災
害
等
を
覚
知
し
、
迅
速
か
つ
的
確
に

消
防
救
急
活
動
を
実
施
す
る
た
め
の
中

核
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
現
在
の
設
備

は
、
導
入
か
ら
約
14
年
を
経
過
す
る
こ

と
か
ら
、
全
面
更
新
を
実
施
す
る
。
ま

た
、
更
新
に
合
わ
せ
て
、
新
た
に
「
映

像
伝
送
シ
ス
テ
ム
（
Ｌ
ｉ
ｖ
ｅ
１
１

９
）
」
の
導
入
を
計
画
し
て
い
る
。
当

該
シ
ス
テ
ム
は
、
通
報
者
の
同
意
を
得

た
上
で
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
よ
り
、

災
害
現
場
等
と
消
防
署
か
ら
の
映
像
デ

ー
タ
の
送
受
信
を
可
能
に
す
る
も
の
で

あ
る
。

委
員　
市
が
空
き
家
対
策
事
業
を
推
進

す
る
こ
と
で
、
所
有
者
の
モ
ラ
ル
ハ
ザ

ー
ド
（
※
２
）
の
助
長
が
懸
念
さ
れ
る

が
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
。

環
境
課
長　
７
年
度
に
、
調
査
を
実
施

し
た
上
で
、
管
理
不
全
の
空
き
家
所
有

者
に
対
し
て
は
、
指
導
や
勧
告
を
行
う

予
定
で
あ
る
。
指
導
等
を
受
け
た
後
も

適
正
な
管
理
が
行
わ
れ
な
い
場
合
は
、

住
宅
用
地
特
例
の
解
除
等
を
行
い
、
固

定
資
産
税
等
の
減
免
措
置
を
取
り
消
す

こ
と
で
、
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド
を
防
止
し

て
い
き
た
い
。

新朝日庁舎の多目的スペース内観新朝日庁舎の多目的スペース内観

※２ 空き家に対するモラルハザード…放置された空き家に対する所有者責任の放棄や
　　　　　　　　　　　　　　　　　 無関心、また、行政等が対応することで空き家
　　　　　　　　　　　　　　　　　 への注意が薄れること。

※１ 納豆菌粉…納豆を作るのに欠かせない納豆菌を培養して粉末状にしたもの。

ラ
イ
ブ

総
　
　
　
務

市
民
文
教

新
朝
日
庁
舎
の
特
色
は

食
と
バ
イ
オ
の
新
産
業
を

　
　
　
　
　
創
出
す
る
取
組
は

納豆菌粉で作ったパン 納豆菌粉で作ったパン 

納豆菌粉納豆菌粉

タ
ク
シ
ー 

ピ
ー
ク
シ
フ
ト

　
　
　
　
　
　
実
証
事
業
と
は

空
き
家
対
策
事
業
に
お
け
る

　
　
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド
へ
の
対
応
は

犯
罪
被
害
者
等
を

　
　
支
援
す
る
た
め
の
条
例
と
は



く
し
び
き
温
泉
ゆ
〜
Ｔ
ｏ
ｗ
ｎ
の

　
　
　
　
　
　
　

 

施
設
維
持
費
は

地
域
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業
の

　
　
　
　
　
　
　
新
た
な
枠
組
み
と
は

蓄
養
魚
流
通
モ
デ
ル
事
業
補
助
金
と
は

ひ
き
こ
も
り
支
援
事
業
の
内
容
は

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
関
連
予
算
の
規
模
は

在
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に
対
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
支
援
の
内
容
は
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も
の
で
あ
る
。
現
時
点
で
国
や
県
の
補

助
制
度
は
な
く
、
本
市
の
よ
う
に
広
大

な
市
域
を
抱
え
る
自
治
体
は
周
辺
に
な

い
こ
と
か
ら
、
実
施
し
て
い
る
自
治
体

も
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

委
員　
源
泉
井
戸
の
改
修
工
事
費
と
し

て
、
３
、６
８
０
万
円
が
計
上
さ
れ
て

い
る
が
、
こ
の
中
に
掲
揚
ポ
ン
プ
の
交

換
費
用
は
含
ま
れ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

ポ
ン
プ
の
交
換
頻
度
は
。

櫛
引
庁
舎
市
民
福
祉
課
長　
掲
揚
ポ
ン

プ
の
引
揚
げ
と
再
設
置
に
約
３
５
０
万

円
か
か
り
、
こ
の
費
用
は
当
該
工
事
費

に
含
ま
れ
て
い
る
。
ポ
ン
プ
交
換
は
、

４
年
に
１
度
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
。

委
員　
観
光
振
興
を
担
う
Ｄ
Ｅ
Ｇ
Ａ
Ｍ

委
員　
同
事
業
の
委
託
料
と
し
て
新
規

に
１
、１
４
０
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
の
内
訳
は
。
ま
た
、
委
託
先

に
は
臨
床
心
理
士
等
の
専
門
的
人
材
の

配
置
が
必
要
と
思
う
が
ど
う
か
。

福
祉
課
長　
相
談
窓
口
や
居
場
所
の
提

供
に
関
し
て
委
託
す
る
事
業
で
、
予
算

の
内
訳
は
、
事
業
所
の
家
賃
、
車
両
経

費
で
約
１
８
０
万
円
、
事
務
費
、
通
信

費
で
約
90
万
円
、
専
門
職
で
あ
る
ひ
き

こ
も
り
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
人

件
費
で
約
４
２
８
万
円
、
ま
た
、
サ
ポ

ー
ト
す
る
２
人
分
の
人
件
費
を
約
３
４

５
万
円
と
し
て
計
上
し
て
い
る
。
委
託

先
に
は
、
指
導
的
立
場
で
伴
走
支
援
で

き
る
専
門
人
材
が
い
る
団
体
を
考
え
て

い
る
。

委
員　
新
規
に
予
算
計
上
さ
れ
て
い
る

こ
の
支
援
事
業
の
概
要
と
、
国
の
補
助

制
度
の
有
無
は
。
ま
た
、
周
辺
自
治
体

に
お
け
る
実
施
状
況
は
。

長
寿
介
護
課
長　
遠
隔
地
に
訪
問
し
て

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
事
業
所
に

対
し
、
片
道
15
㎞
を
超
え
る
分
の
ガ
ソ

リ
ン
代
と
人
件
費
の
一
部
を
補
助
す
る

の
予
算
が
減
額
さ
れ
て
い
る
が
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
に
十
分
対
応
で
き
る
の
か
。

ま
た
、
そ
の
対
応
方
針
は
。

商
工
観
光
部
長　
市
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

対
応
予
算
は
、
Ｄ
Ｅ
Ｇ
Ａ
Ｍ
以
外
に
も

盛
り
込
ん
で
お
り
、
全
体
と
し
て
は
減

額
と
な
っ
て
い
な
い
。
本
市
へ
の
外
国

人
観
光
客
の
国
別
割
合
は
、
欧
米
豪
が

６
割
、
台
湾
等
ア
ジ
ア
が
４
割
で
あ
る
。

そ
の
う
ち
、
欧
米
か
ら
の
観
光
客
の
多

く
は
、
出
羽
三
山
に
関
心
が
高
い
一
方
、

台
湾
か
ら
の
団
体
ツ
ア
ー
は
温
泉
地
を

訪
れ
る
と
い
っ
た
傾
向
が
あ
り
、
国
別

に
対
応
す
る
こ
と
で
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
事

業
の
効
果
は
高
く
な
る
と
考
え
る
。

委
員　
中
心
市
街
地
の
空
き
家
を
リ
フ

ォ
ー
ム
す
る
移
住
世
帯
等
に
対
す
る
補

助
金
に
つ
い
て
、
新
た
な
枠
を
設
定
す

る
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
と
ね
ら

い
は
。

建
築
課
長　
移
住
世
帯
が
空
き
家
を
リ

フ
ォ
ー
ム
す
る
場
合
は
、
市
内
全
域
を

対
象
に
補
助
率
20
％
で
、
２
０
０
万
円

を
上
限
と
す
る
特
別
枠
を
設
定
し
て
い

る
が
、
さ
ら
に
中
心
市
街
地
の
空
き
家

を
リ
フ
ォ
ー
ム
す
る
移
住
世
帯
、
新
婚

世
帯
、
子
育
て
世
帯
を
対
象
に
、
補
助

率
30
％
で
３
０
０
万
円
を
上
限
と
す
る

特
別
枠
を
新
た
に
設
定
す
る
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
に
よ
り
、
人
口
減
少
と
高
齢

化
が
周
辺
部
よ
り
も
進
ん
で
い
る
中
心

市
街
地
へ
の
若
者
の
移
住
、
定
住
を
促

す
も
の
で
あ
る
。

委
員　
事
業
内
容
は
。
ま
た
、
漁
港
内

で
の
蓄
養
（
※
3
）
の
可
能
性
は
。

農
山
漁
村
振
興
課
長　
同
事
業
は
、
蓄

養
に
よ
る
出
荷
時
期
の
調
整
や
、
活
魚

出
荷
を
行
う
体
制
の
構
築
を
目
指
す
も

の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
由
良
と
鼠

ヶ
関
市
場
内
に
設
置
し
た
水
槽
で
ズ
ワ

イ
ガ
ニ
等
を
蓄
養
し
、
高
値
の
時
期
に

出
荷
す
る
な
ど
の
実
証
を
行
う
も
の
で

あ
る
。
ま
た
、
漁
港
で
の
蓄
養
は
、
稼

働
率
が
低
い
港
で
の
実
施
が
想
定
さ
れ

て
い
る
が
、
港
内
の
砂
の
堆
積
等
の
課

題
も
あ
る
た
め
、
漁
港
の
再
整
備
も
含

め
て
県
、
漁
協
、
漁
業
者
等
の
関
係
者

と
検
討
を
行
う
。

くしびき温泉ゆ～Ｔｏｗｎくしびき温泉ゆ～Ｔｏｗｎ

※３ 蓄養…捕まえた魚類や甲殻類、貝類などを生けすや小さな池などで短期間飼育すること。

デ

ガ

ム

厚
　
　
　
生

産
業
建
設

蓄養水槽で飼育されたズワイガニ蓄養水槽で飼育されたズワイガニ

鼠ヶ関市場内に設置された蓄養水槽鼠ヶ関市場内に設置された蓄養水槽
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YouTube
「鶴岡市議会チャンネル」
本会議の生中継・録画配信を行っています。

総括質問
市長提出議案に対して、会派を代表して８人
の議員が質問しました。
各議員１項目について概要をお知らせします。

新学校給食センターの事業手法の見直しを
日本共産党鶴岡市議団 長谷川　剛 議員

議
員
　
新
学
校
給
食
セ
ン
タ

ー
の
事
業
手
法
に
つ
い
て
、

調
理
・
配
送
・
維
持
管
理
等

を
民
間
委
託
す
る
Ｄ
Ｂ
Ｍ
方

式
（
※
１
）
に
至
っ
た
理
由
は
。
ま

た
、
民
間
委
託
を
す
る
こ
と
で
、
多

く
の
女
性
職
員
が
働
く
同
セ
ン
タ
ー

の
公
務
労
働
者
が
削
減
さ
れ
、
若
者

や
女
性
に
選
ば
れ
る
ま
ち
を
目
指
す

本
市
の
方
針
に
逆
行
す
る
ほ
か
、
同

セ
ン
タ
ー
で
職
員
が
培
っ
て
き
た
も

の
が
失
わ
れ
る
の
で
は
。

市
長
　
新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
整
備

基
本
計
画
に
つ
い
て
は
、
熟
慮
し
た

結
果
、
調
理
業
務
を
民
間
委
託
す
る

と
い
う
記
載
に
つ
い
て
は
見
直
し
を

行
う
。
検
討
の
時
間
が
足
り
ず
、
ま

た
、
市
民
参
画
の
検
討
と
い
う
意
味

で
も
不
十
分
な
記
載
と
な
っ
て
し
ま

っ
た
。
そ
の
た
め
、
７
年
度
に
調
理

に
関
す
る
専
門
家
を
含
む
運
営
準
備

委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
改
め
て
調
理

を
担
う
主
体
、
方
式
、
教
育
等
の
具

体
的
な
内
容
に
つ
い
て
、
確
実
な
質

の
向
上
と
持
続
可
能
性
の
観
点
か
ら

検
討
し
、
７
年
度
中
に
結
論
を
得
る
。

質問は市議会ホームページ等で公開している
録画配信や会議録で全てご覧いただけます。
原稿は質問した議員本人の責任において執筆
しています。

※会議録の公開には一定の期間を要します。

２０２５年問題　福祉と医療をどうするか
創政クラブ 佐藤　博幸 議員

議
員
　
団
塊
の
世
代
が
75
歳

以
上
に
な
り
、
高
齢
者
を
取

り
巻
く
課
題
の
増
大
が
見
込

ま
れ
る
。
障
害
者
福
祉
や
児

童
福
祉
等
と
の
一
体
的
な
相
談
窓
口

と
し
て
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
大
胆
な
改
革
が
必
要
で
は
。

市
長
　
複
雑
・
複
合
化
す
る
地
域
課

題
に
対
応
す
る
た
め
、
高
齢
者
中
心

の
相
談
対
応
か
ら
、
悩
み
を
抱
え
る

全
て
の
方
に
対
応
で
き
る
体
制
へ
の

転
換
を
図
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

７
年
度
に
見
直
し
を
行
う
地
域
福
祉

計
画
や
、
検
討
中
の
第
二
学
区
コ
ミ

セ
ン
移
転
改
築
の
中
で
、
改
革
の
方

向
性
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

議
員
　
在
宅
医
療
や
日
常
的
な
診
療

を
行
う
か
か
り
つ
け
医
機
能
な
ど
の

地
域
医
療
体
制
を
整
備
す
る
に
当
た

り
、
荘
内
病
院
の
方
針
は
。

病
院
事
業
管
理
者
　
地
域
の
医
療
従

事
者
等
と
の
連
携
強
化
、
能
力
向
上

に
対
す
る
支
援
と
と
も
に
、
専
門
治

療
に
対
応
で
き
る
認
定
看
護
師
の
育

成
を
図
り
、
在
宅
医
療
に
対
応
で
き

る
体
制
の
整
備
を
進
め
て
い
き
た
い
。

YouTube　鶴岡市議会

※１ ＤＢＭ方式…デザインビルドメンテナンス方式。公共が資金調達を行い、施設の設計・建設を民間事業者へ発注する。公共が施設を所有し、施設の運営を行うが、
　　　　　　　　 施設運営のうち運転管理を除く維持管理（施設設備の補修等機能維持）を民間へ委託する。

ほかの質問

ほかの質問

人
口
減
少
社
会
に
お
け
る

施
政
方
針

市
政
運
営
の
基
本
姿
勢
、

物
価
高
騰
対
策
、

教
育
環
境
の
整
備
　
な
ど

さ とう ひろ ゆき

は せ がわ つよし



※２ スクールソーシャルワーカー…教育の分野に加え、社会福祉に関する専門的な知識や技術を有する者で、問題を抱えた児童・生徒が置かれた環境への働き掛けや、
　　　　　　　　　　　　　　　　 関係機関等とのネットワークの構築など、多様な支援方法を用いて課題解決への対応を図っていく人材。

※３ ジェトロ…独立行政法人日本貿易振興機構。貿易・投資促進と開発途上国研究を通じ、日本の経済・社会の更なる発展に貢献することを目指す支援機関。

社会変容で複雑多様化した課題への対応は
鶴岡市議会公明党 富樫　正毅 議員

議
員
　
教
員
が
心
理
学
や
福

祉
の
専
門
ス
タ
ッ
フ
等
と
連

携
で
き
る
体
制
を
整
備
し
、

学
校
機
能
を
強
化
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
例
え
ば
、
相

談
支
援
が
必
要
な
家
庭
が
あ
っ
て
も
、

学
校
が
踏
み
込
む
こ
と
が
難
し
い
状

況
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
ス
ク
ー
ル
ソ

ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー（
※
２
）（
Ｓ
Ｓ

Ｗ
）
の
育
成
及
び
配
置
を
進
め
る
べ

き
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

教
育
長
　
学
校
が
介
入
す
る
こ
と
が

難
し
い
家
庭
の
場
合
、
Ｓ
Ｓ
Ｗ
の
働

き
と
い
う
の
は
非
常
に
大
切
で
あ
る
。

家
庭
と
学
校
が
つ
な
が
る
、
ま
た
、

本
人
と
社
会
が
つ
な
が
る
こ
と
が
非

常
に
難
し
く
な
っ
て
い
る
現
状
が
あ

る
。
教
育
長
会
で
は
、
大
学
等
に
Ｓ

Ｓ
Ｗ
等
の
育
成
の
お
願
い
を
し
て
い

る
が
、
就
職
先
の
確
保
等
が
課
題
と

な
っ
て
お
り
、
難
し
い
と
の
こ
と
で

あ
る
。
社
会
全
体
で
Ｓ
Ｓ
Ｗ
の
必
要

性
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
感
じ
て
お
り
、
本
市
と
し
て
も

増
員
を
お
願
い
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

農産物等のロンドン市場開拓の現状と今後は
希望のつどい 佐藤　麻里 議員

議
員
　
継
続
中
の
ロ
ン
ド
ン

市
場
開
拓
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業

の
現
状
、
ま
た
、
可
能
性
を

ど
う
分
析
し
て
い
る
の
か
。

市
長
　
ロ
ン
ド
ン
は
、
日
本
国
内
の

競
合
産
地
が
少
な
く
、
在
留
邦
人
が

令
和
５
年
で
世
界
第
５
位
の
３
万
２
、

０
０
０
人
と
、
日
本
食
を
受
け
入
れ

る
土
壌
が
で
き
つ
つ
あ
る
ほ
か
、
健

康
志
向
、
円
安
等
の
影
響
も
あ
り
、

日
本
食
材
に
と
っ
て
有
望
な
市
場
で

あ
る
と
捉
え
て
い
る
。
昨
年
開
催
し

た
販
売
イ
ベ
ン
ト
で
、
試
食
が
購
入

に
つ
な
が
る
可
能
性
を
感
じ
、
試
食

を
通
し
た
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

は
効
果
的
だ
と
分
析
し
て
い
る
。

議
員
　
欧
州
が
市
場
と
な
り
得
る
の

か
、
今
後
の
販
路
拡
大
の
展
望
は
。

市
長
　
ロ
ン
ド
ン
の
取
組
で
得
ら
れ

た
経
験
を
生
か
し
た
検
討
が
必
要
と

考
え
る
。
一
方
で
、
東
南
ア
ジ
ア
を

中
心
に
全
農
や
大
手
商
社
を
通
じ
た

輸
出
が
行
わ
れ
て
お
り
、
販
路
開
拓

を
志
す
事
業
者
の
実
情
を
ジ
ェ
ト
ロ

（
※
３
）
な
ど
か
ら
聞
き
な
が
ら
、

支
援
策
を
検
討
し
て
い
く
。

過疎地域の活性化に向け集落支援員の増員を
リベラル 本間　信一 議員

議
員
　
本
市
の
過
疎
地
域
の

状
況
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し

て
い
る
か
。

市
長
　
国
で
は
、
過
去
25
年

間
の
人
口
減
少
率
が
21
％
を
上
回
る

等
の
要
件
を
満
た
す
地
域
を
過
疎
地

域
と
定
め
て
お
り
、
藤
島
・
朝
日
・
温

海
地
域
が
該
当
し
て
い
る
。
過
疎
地

域
で
は
人
口
減
少
や
高
齢
化
が
進
み
、

地
域
活
力
の
低
下
や
文
化
の
継
承
者

不
足
、
空
き
家
の
増
加
な
ど
、
あ
ら

ゆ
る
分
野
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

議
員
　
集
落
支
援
員
制
度
の
現
状
は
。

市
長
　
国
で
は
、
全
国
的
な
過
疎
化

の
現
状
を
踏
ま
え
、
集
落
へ
の
目
配

り
役
と
し
て
、
市
町
村
職
員
と
連
携

し
て
活
動
す
る
集
落
支
援
員
制
度
を

設
け
、
そ
の
経
費
は
、
特
別
交
付
税

で
財
源
措
置
さ
れ
て
い
る
。
本
市
で

は
、
朝
日
と
温
海
地
域
に
１
人
ず
つ

配
置
し
、
こ
れ
ま
で
朝
日
地
域
８
集

落
、
温
海
地
域
13
集
落
の
集
落
ビ
ジ

ョ
ン
策
定
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

議
員
　
集
落
支
援
員
増
員
の
考
え
は
。

市
長
　
特
別
交
付
税
措
置
も
考
慮
し
、

研
究
・
検
討
す
る
。
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ほかの質問

ほかの質問

ほかの質問

重
層
的
支
援
体
制
整
備

事
業

防
災
・
減
災
対
策
、

予
防
接
種
事
業
、

移
動
手
段
の
確
保

農
業
政
策
、

若
者
・
子
育
て
世
代
に
選

ば
れ
る
ま
ち
づ
く
り

さ とう ま り

と がし まさ き

ほん ま いちしん
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市民参画と職員の意識変革で「公民共創」を
ＳＤＧs鶴ヶ岡 田中　宏 議員

議
員
　
公
民
共
創
の
推
進
に

向
け
て
、
市
民
参
画
の
促
進

と
、
本
市
職
員
の
意
識
変
革

に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

市
長
　
行
財
政
改
革
推
進
委
員
会
の

会
議
を
ネ
ッ
ト
配
信
す
る
な
ど
、
行

政
評
価
の
過
程
を
提
示
し
て
市
政
の

透
明
性
を
高
め
る
と
と
も
に
、
市
民

か
ら
の
提
案
を
受
け
る
機
会
を
増
や

し
て
い
く
。
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生

か
す
公
民
共
創
の
視
点
は
重
要
で
あ

り
、
鶴
岡
ま
ち
な
か
キ
ネ
マ
の
再
生

や
新
図
書
館
基
本
構
想
の
策
定
等
に

お
い
て
は
、
多
様
な
主
体
と
連
携
し

て
き
た
。
７
年
度
は
、
公
民
共
創
の

ま
ち
づ
く
り
推
進
の
た
め
、
本
市
職

員
が
地
域
貢
献
活
動
等
に
参
加
し
や

す
い
職
場
環
境
の
整
備
や
、
副
業
・

兼
業
許
可
制
度
の
見
直
し
を
行
い
、

併
せ
て
職
員
研
修
も
実
施
し
て
い
く
。

議
員
　
市
民
参
画
を
促
進
す
る
た
め

に
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
タ
イ

ミ
ン
グ
を
前
倒
し
す
る
考
え
は
。

市
長
　
市
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る

観
点
か
ら
、
よ
り
良
い
方
法
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。

業務量の増に対する職員体制の考えは
市民フォーラム 工藤　博 議員

議
員
　
７
年
度
予
算
に
計
上

さ
れ
て
い
る
主
な
重
点
事
業

の
中
に
は
、
新
規
及
び
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
事
業
が
１
０
０
事

業
あ
り
、
そ
れ
ら
の
予
算
額
の
合
計

は
１
７
１
億
円
を
超
え
て
い
る
。
職

員
の
業
務
量
が
６
年
度
に
比
べ
て
増

え
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
が
、
職
員

体
制
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

市
長
　
各
事
業
に
つ
い
て
は
、
毎
年

度
、
各
部
署
に
お
い
て
内
容
を
精
査

し
、
組
織
的
な
実
行
可
能
性
を
考
慮

し
た
上
で
積
み
上
げ
を
行
っ
て
い
る
。

職
員
体
制
に
つ
い
て
は
、
業
務
量
に

応
じ
た
人
員
配
置
の
見
直
し
に
努
め

て
お
り
、
７
年
度
に
お
い
て
は
、
中

心
市
街
地
の
活
性
化
や
観
光
、
地
域

包
括
ケ
ア
推
進
等
の
業
務
体
制
強
化

と
、
そ
れ
ら
の
業
務
の
着
実
な
予
算

執
行
等
の
観
点
か
ら
、
当
該
部
署
の

増
員
を
検
討
し
て
い
る
。
ま
た
、
業

務
全
般
に
わ
た
っ
て
デ
ジ
タ
ル
化
を

進
め
、
事
務
の
効
率
化
に
よ
る
業
務

量
の
削
減
を
図
っ
て
い
く
。

ほかの質問

ほかの質問

日本一の給食が作れる学校給食センターを！
市民の声・鶴岡 草島　進一 議員

議
員
　
新
学
校
給
食
セ
ン
タ

ー
は
、
建
設
と
維
持
管
理
を

民
間
委
託
す
る
Ｄ
Ｂ
Ｍ
方
式

で
進
め
る
と
し
て
い
る
が
、

私
は
、
給
食
発
祥
の
地
で
あ
り
、
ユ

ネ
ス
コ
食
文
化
創
造
都
市
で
あ
る
本

市
は
、
自
校
給
食
に
切
り
替
え
る
こ

と
等
も
検
討
し
て
、
日
本
一
の
給
食

を
目
指
す
べ
き
と
主
張
し
て
き
た
。

食
材
選
定
や
調
理
、
児
童
・
生
徒
の

口
に
入
る
ま
で
、
日
本
一
と
言
え
る

給
食
の
実
現
を
目
指
す
考
え
は
。

市
長
　
新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
整
備

基
本
計
画
に
つ
い
て
は
、
調
理
業
務

を
民
間
委
託
す
る
と
の
記
載
は
見
直

す
。
７ 
年
度
に
、
調
理
や
栄
養
分

野
の
識
者
や
生
産
者
、
学
校
関
係
者
、

保
護
者
等
で
構
成
す
る
運
営
準
備
委

員
会
を
設
置
す
る
。
先
駆
的
な
取
組

で
あ
る
武
蔵
野
市
給
食
・
食
育
振
興

財
団
の
運
営
等
を
参
考
と
し
、
在
来

作
物
や
安
全
に
配
慮
し
た
食
材
調
達

や
、
本
市
の
食
文
化
を
取
り
入
れ
た

献
立
作
成
、
児
童
・
生
徒
へ
の
食
育

指
導
な
ど
に
よ
っ
て
、
日
本
一
の
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
を
目
指
し
て
い
く
。

ほかの質問
農
業
政
策
、
農
福
連
携
、

新
図
書
館
　
な
ど

な
し

新
年
度
予
算
と
総
合
計
画

の
連
動

た なか ひろし

く どう ひろし

くさ じま いちしん
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YouTube
「鶴岡市議会チャンネル」
本会議の生中継・録画配信を行っています。

給食の２時間喫食
時間未把握で答えず

いし い きよ のり

石　井　清　則 議員

議員　学校給食衛生管理基準や大量調理施設衛
生管理マニュアルでは、調理完了後２時間以内
の喫食が求められている。この時間が守られて
いなかったため、これまでも一般質問で問いた
だしてきたが、改善していると答弁している。
そこで、現在、一番早く調理が完了する時刻は。
教育部長　学校給食センターの作業日程では、
最初の釜の出来上がりは10時30分、各小学校
の給食時間は12時30分頃となっている。
議員　「作業日程」ではなく、実態は。
教育部長　実際の時間までは把握していない。
作業量や手順で前後することもあると考える。

ほかの質問 

羽黒庁舎周辺の整備、パブリックコメント

上下水道の老朽化問題への
対策は

議員　八潮市の道路陥没事故は、下水道管路の
老朽化によって発生した。本市の陥没予防策は。
上下水道部長　上水道施設の陥没の主な要因は、
管路の漏水であることから、監視システムを用
いた配水量の監視、漏水探知機を使用した調査
を計画的に実施し、必要に応じて修繕や老朽管
の更新に取り組んでいる。下水道施設について
は、幹線管路などの重要施設及び腐食のおそれ
が大きい箇所において、目視、管口カメラ、本
管テレビカメラによる点検を計画的に実施して
いる。劣化が確認された箇所については、修繕
や改築を行い、安全確保に努めている。

ほかの質問  

婚活支援、
東北公益文科大学の公立化に伴う諸課題

個別に支援が必要な
児童・生徒の状況は

議員　今、学校現場には、発達障がい・学習障
がいがあるなど、個別に丁寧な支援を必要とす
る児童・生徒が以前より増えているという共通
認識がある。本市の特別支援学級数、また個別
支援計画の作成に該当する児童・生徒数は。
教育長　６年度の特別支援学級数は、小学校が
77学級、中学校が28学級であり、在籍児童・生
徒数は、小学校が216人、中学校が72人である。
通常学級に在籍している児童・生徒の中で、様々
な困難性から個別の支援計画を作成して指導を
行っている人数は、小学校で581人、中学校で
582人となっている。

ほかの質問  

新学校給食センター整備基本計画、
教職員の休職の状況　など

あき ば ゆう

秋　葉　　　雄 議員
なん ば じゅん

南　波　　　純 議員

※会議録の公開には一定の期間を要します。

YouTube　鶴岡市議会

質問は市議会ホームページ等で公開している
録画配信や会議録で全てご覧いただけます。
原稿は質問した議員本人の責任において執筆
しています。

一般質問
22人の議員が市政全般について考え方や方針
などを市当局に質問しました。総括質問を行った
議員を除く16人の質問を掲載します。
各議員１項目について概要をお知らせします。
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あ べ ひろし

阿　部　　　寛 議員

なか ざわ み ゆき

中　沢　深　雪 議員

避難所  国の指針見直しで
市の対応は

議員　政府は能登半島地震を踏まえ、避難所の
運営指針等の改定を行ったが、市の対応は。
危機管理監　避難所等の生活空間については、
間仕切り付き段ボールベッドを約1,300台保管
し、海岸地域の避難所等には既に分散配備して
いる。今後、指針等で示されている１人当たり
3.5㎡の居住スペースを満たすよう、マニュアル
等を改定するとともに分散避難等の検討を行っ
ていく。トイレについては、避難が長期化する
場合、20人に１基の配備が必要と示されており、
携帯トイレや簡易トイレの備蓄とともに、仮設
トイレの設置に関する災害協定を締結している。

ほかの質問  

鶴岡ガストロノミックイノベーション計画

消防職員の早期退職が
急増した要因は

議員　早期退職者が急増した要因と対応は。
消防長　定年前の退職者は、５年度は４人だっ
たが、６年度は11人となっている。そのうち若
年層の退職者が７人いるが、行政職の採用試験
を受験した方がいるなど、転職が主な理由と捉
えている。消防職員として定年まで勤務するこ
とを望むのが当然である状況が変わりつつある
と考えているが、組織を盛り上げていく立場の
中堅職員が退職することは、できる限り少なく
したい。今後、若手職員が充実して業務に従事
できるように、職員の考えなどを吸い上げた組
織の勤務環境づくりにより一層心がけていく。

ほかの質問  

なし

不妊・不育治療と仕事の
両立ができるまちに

議員　働きながら不妊治療・不育治療（※１）
を受ける人が増加傾向にあるが、現状は治療と
仕事を両立できる社会の仕組みが整っていない。
本市が治療と仕事を両立できるまちとなるよう、
企業への支援や治療への理解促進を図っていく
べきと考えるが、市の見解は。
健康福祉部長　国で定めたマニュアルなどを活
用し、事業者等に対して治療のための休暇制度
や柔軟な働き方の創設などに対する働き掛けを
行う。また、事業者等が不妊・不育治療を受け
ている方が働きやすい職場環境づくりに取り組
んでいけるよう、連携して進めていく。

ほかの質問  

いのちを守る対策

子ども優待券で幅広く
公平な支援策を

すが い いわお

菅　井　　　巌 議員

議員　大型屋内遊戯施設を新設する考えは。
健康福祉部長　少子化の中で、既存施設の活用
を考えており、施設整備の検討はしていない。
議員　昨年の３月定例会で提案したように、ソ
ライや加茂水族館、スパールなどの屋内施設全
般に使える子ども優待券の配付は、公平な子育
て支援策と考えるが、市の見解は。
健康福祉部長　本市は東北一広く、また、子ど
もの興味関心は多様であることから、利用する
施設を選択できることは重要であると考えてい
る。７年度、実証的にいくつかの施設を選択で
きる仕組みを検討していきたい。

ほかの質問  

荘内病院の今後の経営見通し、
藤島地域文教厚生エリアの整備方針

※１ 不育治療…妊娠するものの、流産や死産を繰り返す不育症の治療。

くろ い ひろ ゆき

黒　井　浩　之 議員
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ほん ま まさ よし

本　間　正　芳 議員
い か ら し かず ひこ

五十嵐　一　彦 議員

現状を踏まえ地域医療
連携推進法人の検討は

議員　荘内病院の入院患者数が減少している一
方、日本海総合病院では本市からの入院患者数
が増加している。荘内病院の医師数は７年度に
過去最高の86人となるようだが、南庄内全体の
医師・看護師確保は進んでいない。地域医療連
携推進法人（※２）を検討するべきではないか。
健康福祉部長　国では、新たな地域医療構想づ
くりが進められており、このたび南庄内の地域
医療の在り方が、モデル地区として検討される
こととなった。今後、県が策定する計画を確認
した後、地域医療連携推進法人の必要性を含め、
本市の方針を検討したい。

ほかの質問 

男女共同参画推進懇談会、不登校児童・生徒

スタンレー鶴岡製作所の
吸収合併の影響は

議員　（株）スタンレー鶴岡製作所は、親会社に
吸収合併が決まり、７年４月１日に解散し、社
員約300人のうち約100人の早期希望退職が求
められている。旧藤島町の誘致企業第１号で、
３年４月には新工場が完成し、今後の期待が膨
らんでいた。地域への影響をどう考えているか。
商工観光部長　同社には半世紀以上にわたり、
地域経済・地域活性化に貢献していただいた。
商工観光部と総務部で構成する対策本部を設け、
情報収集や再就職支援等の協議を行っている。
今後も同社と連絡を密にし、退職予定者の希望
に沿った再就職が行われるよう注視していく。

ほかの質問 

学校統廃合と義務教育学校、
京田川の特定都市河川指定に向けた現状

か とう こう いち

加　藤　鑛　一 議員

※２ 地域医療連携推進法人…地域において良質かつ適切な医療を効率的に提供するため、医療機関や介護施設などが共同参画し、病院等に係る業務の連携を推進する
                                        ための方針を定め、業務を行う一般社団法人。都道府県知事が認定する。

少子化を踏まえた
本市の教育デザインは

議員　少子化を踏まえ、学区の見直し等を検討
する学校適正配置検討委員会の設置が必要では。
教育長　学区再編や学校統廃合を全市的に行う
計画はないが、地域の実情に応じて検討する必
要がある。総合教育会議等の機会を活用し、市
長部局とも情報を共有していく。
議員　学校適正配置について、市長の展望は。
市長　少子化の動向を見据えながら、望ましい
教育環境を実現することが大切である。地域コ
ミュニティの縮小が進んでいる学区もあるが、
総合教育会議等の機会を活用し、教育委員会と
連携して、様々な施策を検討・実施していく。

ほかの質問  

中学校部活改革の地域移行に関する進捗状況

放課後児童クラブへの
送迎の課題解決策は

議員　放課後児童クラブへの送迎手段の一つと
して、スクールバス等の利用を希望する声があ
るが、市の考えは。
健康福祉部長　入所を希望する保護者から、徒
歩での通所が難しいため、送迎手段を確保して
ほしいという声があることは承知している。施
設が学校から遠く、徒歩通所が難しい地域では、
平日の通所にジャンボタクシーを借り上げての
送迎やスクールバスでの送迎を行っている例が
ある。地域の実情に応じて、補助金の活用、ス
クールバスの活用を含め、どのような手法が可
能か協議しながら、個別に対応していく。

ほかの質問  

新学校給食センターの整備、
バドミントンＵ１６世界大会

さか もと まさ え

坂　本　昌　栄 議員
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※３ ＳＥＬ教育…社会性と情動性の学習（Social Emotional Learning）を指し、自分の感情を意識して上手に調整する力や、良好な人間関係を築き、維持し、
                         修復する力などを育てる教育。

高校卒業後に地元就職
する若者への支援は

議員　本市は、若者の地元回帰を促進するため、
奨学金返済支援制度を創設したが、高校卒業後
に地元就職し、地域経済を支えてくことを希望
する若者への支援として、運転免許証の取得費
用の一部助成などを行う考えはないか。
商工観光部長　６年３月の高校卒業者1,256人
のうち、庄内地域への就職者は 227 人であった。
地元就職希望者を増やすためには、若い世代の
意向を聞き取りながら、多面的な支援が必要と
考える。運転免許証取得の費用助成については、
費用対効果の検証や事業実施前後の世代との不
公平感等に配慮しながら、研究していきたい。

ほかの質問  

人が集えるイベントの開催

児童・生徒の減少で
学校教育の在り方は

議員　児童・生徒の減少が著しい温海地域や豊
浦地区の学校教育をどのように進めていくのか。
教育長　少子化への対応は、全市的な学区再編
や学校統廃合ではなく、各地域の実情に応じて
検討していく。温海地域では、問題解決能力等
を育むＳＥＬ教育（※３）や、小学１年から中
学３年生までの学びの連続性を大切にした教育
を進めている。豊浦地区では、保育園、小・中
学校が同じ目標に向かい子供たちを育成する豊
浦ＳＫＹ（※４）プランに取り組んでいる。今
後も、地域の特性を生かした学びの中で、学力
等を身に付けさせていきたいと考えている。

ほかの質問  

廃校舎への対応、土砂災害危険箇所の対応

公共温泉施設の料金改定
民間施設への配慮は

議員　公共温泉施設の利用料金改定に当たり、
民間施設の運営に十分配慮したのか。
副市長　料金改定の背景として、物価高騰のほ
か、コロナ禍以降の入浴者数の落ち込みや、施
設の老朽化による大規模な修繕等が見込まれて
いることなどがある。民間施設も同様の事情で
経営が厳しいことは認識しており、民間施設が
値上げしている実態も考慮し、このたびの料金
改定を判断している。
議員　目的税である入湯税の使途は。
副市長　５年度は、観光振興費に85％、残りを
消防施設及び環境衛生施設整備費に充てている。

ほかの質問  

なし

ソライの利用料軽減
客観的な公平性は

さ とう ひさ き

佐　藤　久　樹 議員
ほん ま しん えべ

本　間　新兵衛 議員

議員　利用料金を安くしてほしいという市民
ニーズに事業者が応えられないからといって、
市が一民間事業者に税金を投入することに違和
感がある。パブリックコメントでも不適切とい
う意見があり、市全体を俯瞰し、客観性や公平
性の観点から、慎重な対応が必要ではないか。
市長　ソライの利用料軽減は、子育て世代の多
くの方が期待し、要望している。平成27年度
から事業者と打合せを行っており、庁内で何度
も議論している。民間事業者だから支援するの
はおかしいというのは、これまでの経緯から考
えても、極めて不適切な主張だと考える。

ほかの質問  

新産業団地の整備

さ とう まさ や

佐　藤　昌　哉 議員
お の よし お

小　野　由　夫 議員

※４ ＳＫＹ…Ｓ：三瀬、Ｋ：小堅、Ｙ：由良

ソーシャル エモーショナル    ラーニング
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えん どう はつ こ

遠　藤　初　子 議員

※５ 日本版ライドシェア…地域交通の「担い手」「移動の足」不足解消のため、
　　 タクシー事業者の管理の下で、自家用車・一般ドライバーを活用した運
　　 送サービスの提供を可能とする事業。

日本版ライドシェアの
導入は

議員　近年、日本版ライドシェア（※５）を導
入する自治体が増えている。国土交通省は、交
通空白地域の解消に向け、未着手の自治体に伴
走支援を行う方針を打ち出している。本市でも
導入を検討する必要があると考えるが、見解は。
企画部長　市内のタクシー事業者からは、日本
版ライドシェアを導入することで、新たにドラ
イバーの教育や労務管理、車両の管理が必要と
なり、事業者に掛かる負担が大きいという意見
がある。こうした状況の下で、直ちに導入する
には課題が多いと考えており、制度や先行事例
について研究していく。

ほかの質問 

燃料高騰の影響

議案番号 議案名　 審議結果付託委員会
承　認

（全員賛成）
可　決

（全員賛成）

議第１号

議第２号

令和６年度鶴岡市一般会計補正予算（専決第３号）の専決処分の承認について

令和６年度鶴岡市一般会計補正予算（第７号）　

省　　略

省　　略

傍聴の様子

研修中に出た意見・質問を全員で共有

議会傍聴アンケート
３月定例会を傍聴した方から寄せられた
ご意見・ご感想（一部抜粋）を紹介します。

・中継で見るより議場での動きが分かり良かった。
重複した質問内容が多い。会派の数が多すぎると
思う。

・もう少し具体的な話が聞きたい。市当局にどう考え
ているかを聞くだけでなく、議員の意見があると
良かった。

・鶴岡市の課題や事業の方針が分かった。議員は指摘
するだけではなく、建設的な提案をするスタンス
で取り組んでほしいと思う。地域コミュニティづ
くりはまず議員から始まるのではないか。

２月 14日に２月臨時会を開催し、予算議案２件の審議を行いました。
提案説明の後、質疑を行い、表決の結果、承認及び可決しました。２月臨時会の概要

質問力を高める 議会力に生かす
～議員研修会を開催～

　２月 28 日に、法政大学法学部教授 土山希美
枝氏を講師に招き、議員研修会を開催しました。
　「質問力を高める 議会力に生かす」をテーマに、
一般質問の中で効果的に問題提起や政策提案を
するための様々なテクニック等について、ご講
演いただきました。また、議員間での意見交換、
付箋を使った質疑応答も行われ、今後の議会活
動において大変参考になる研修となりました。



※各会議の開会時刻は午前10時です。
　午後にわたる場合は１時間程度の休憩をはさみ再開します。
※日程は変更される場合がありますので、ご了承ください。

日 火 水 木 金 土月

8 10 11 12 13 149

1 3 4 5 62

15 17 18 19 20 2116

22 24 25 26 27 2823

29 7/1 230

7

本　会　議
（一般質問）
議会運営委員会

本　会　議
（開会・総括質問）
予算特別委員会

本　会　議
（一般質問）

予算特別委員会議会運営委員会

厚　　　生
常任委員会

産 業 建 設
常任委員会

市 民 文 教
常任委員会

総　　　務
常任委員会

本　会　議
（一般質問）

本　会　議
（表決・閉会）

常任委員会
予　備　日

請願・陳情 提出期限
６月３日（火）午後１時
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議場からシルクの魅力発信  ～シルク議会を初開催～議場からシルクの魅力発信  ～シルク議会を初開催～議場からシルクの魅力発信  ～シルク議会を初開催～
　明治期、旧庄内藩士が刀を鍬に持ち替えて開拓し
た松ヶ岡の開墾により、鶴岡に絹産業が興りました。
　今なお紡がれる絹のストーリー「サムライゆかり
のシルク」は、平成29年４月に日本遺産に認定さ
れています。

　市議会では、サムライゆかりのシルクの認知度向
上と本市シルク産業の振興を目的として、令和７年
３月定例会を「シルク議会」と銘打ち、初開催しま
した。初日の３月４日は、議長、市長をはじめ出席
者全員がシルク製品を着用して本会議に臨みました。

くわ

　

３
月
４
日
、
出
席
者
全
員

が
シ
ル
ク
製
品
を
着
用
し
た

ほ
か
、
議
場
を
シ
ル
ク
の
ス

カ
ー
フ
や
パ
ネ
ル
で
装
飾
し

て
、
令
和
７
年
３
月
定
例
会

は
華
や
か
に
開
会
し
ま
し
た
。

　

７
年
度
一
般
会
計
予
算
案

は
、
訂
正
及
び
修
正
の
上
で

可
決
し
ま
し
た
。
新
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
と
、

編
集
後
記

民
間
の
屋
内
遊
戯
施
設
の
利

用
料
軽
減
事
業
に
つ
い
て
は
、

特
に
慎
重
な
審
査
を
行
い
ま

し
た
。
議
会
だ
よ
り
や
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
な
ど
で
議
論
の
内

容
を
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

広
報
広
聴
委
員
会
委
員

本
間　

正
芳

16

シルクのスカーフで装飾した演壇


